
第７期 小金井市地域自立支援協議会 部会活動報告 

協議テーマ 
（１）就労につなげるための支援について（事業所間のネットワークの構築）

（２）就労できない人の社会とのつながりの方策について   

開催回・開催日 令和３年１０月１３日（水） 

部会名・記録担当 

委員名 
社会参加・就労支援部会  佐藤宮子 

【協議概要】 

１、事務局からの報告 

２、議題 

（１）就労につなげるための支援について（事業所間のネットワークの構築） 

 （２）就労できない人の社会とのつながりの方策について 

 

【課題となった事項の整理】 

１、事務局からの報告 

（１） 障害者週間スペシャルイベントの自立支援協議会担当の企画案（10 月 6日メール送付） 

本日までに意見がなかったので、このようにする 

（２）「障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例」の改正案について

のパブリックコメントが、10 月 1日から 11 月 1日まで実施されています 

 11 月の全体会で、その結果についての検討を行う予定です 

（３）ヘルプカードの内容について、9 月部会で検討いただいたもので、来年度作成する予定です 

（４）前回、子ども向けの条例パンフレットの「高次脳機能障がい」の内容について、修正を検討、 

  その後の修正内容について検討（資料は、当日メール配布、および机上配布） 

 

２、議題 

（１） 就労につなげるための支援について（事業所間のネットワークの構築） 

① 資料１：三鷹市における障がい者施設等自主製品開発・販売ネットワーク事業について 

の説明（ぴあネット事業（NPO 法人三鷹はなの会委託）と、星と風のカフェ の紹介） 

② 意見交換 

・これを紹介したのは、行政がやりたいので意見が欲しいという意味ですか？ 

→事業所の販路拡大についての検討をしているので、参考になればという趣旨です 

・すでにヨーカ堂での実績があるので、それを商工会ギャラリーを使ってやるのであれば、 

可能だと思う 

・その場合は、賃料を払ってまでやるだけのことがあるかどうかが課題 

・恒常的にやれる場をつくるための仕組みづくりを考えようということでしょうか？ 

・イベント的にやるのであれば、応援弁当販売をやっている時を利用するなどはどうか？ 

・そういう場合でも、それだけの手間をかけるだけの意味があるかが課題。 

・障害者週間イベント時などは、商品はよく売れている 

・食品を製造しているところ以外での販売は、保健所が結構うるさい。 

・どんな製品を販売しているかが分かる事業所リストがあると、よいのではないか 



・そのリストは、製品だけでなく どんな作業などができるかの記載もあるといい 

・植木剪定作業の片付けとか、やっているところもあるようだ 

・それらを含めて、やれること（販売したいことも含め）と頼みたいことのリストがあれば、

よいのではないか 

・リストを作るのは、事業所にアンケートを取れば、すぐできるので、行政でもできると思う 

・それらを含めて、継続的に検討していくということでよいでしょうか（部会長意見） 

 

③ 資料２：西東京市の市内事業所紹介の動画の紹介（ユーチューブで紹介されている 50分ほ

どの動画のうち、一部を放映して紹介） 

・事業所のリストさえあれば、あとはビデオ撮影と編集の手間だけなので、作ることはできる 

・作成費用は、どう工面したのか？ 

 →コロナ禍で、イベント（運動会をする予定）中止にせざるをえなくなり、それを利用した 

     知り合いのつてで、ビデオ作りを安く引き受けてくれる人がいたので、できた 

   ・助成金とか利用すれば、できるかもしれない 

 

④ 議題（１）についての、その他の意見 

・ヨーカ堂での場所代は、無料だったのでしょうか？ → 無料でした。 

・障害事業所関係のアンテナショップ的なものは、立川などでも見る。 

・都の施設は、3か所くらいはあるが、出店料などは、わからない。 

・製品については、質の高い良いもの、したがって値段の高いものも扱っている。 

（普通の雑貨のお店としても、充分やっていけるようなもの） 

   ・空き店舗や、商工会関係の場（黄金屋）などの紹介も、できる 

・無料で使える、例えば住宅展示場などのイベント空間などもある 

 

 （２）就労できない人の社会とのつながりの方策について 

   ・どういったことについての意見を言えばいいのか難しいが、社会参加の場についての情報交

換と考えていいのか、方策についての意見を述べるのか分からないのだが、社会参加の場と

しては、公民館の青年学級のイメージが強い 

   ・以前紹介にあった、ゆるスポの場などについて考えるのか？    

   ・就労できない人 というのは、どのような人を考えるのか、そもそも就労できない身体的な

状況のある人か、意思のない人か、就労したいけれど失敗経験がありできない人なのかで 

    変わってくる 

   ・何らかの福祉サービスなどとつながっている人は、つながりが持てるが、それのない人は就

労支援や事業所にもつながらない 

   ・ネット検索や医療的なところからの紹介で、就労移行支援につながることもある 

   ・引きこもりで、これまで福祉ともつながってこなかった人、親が高齢になって福祉とつなが

り、社会的つながりができたという例もある。8050問題とか 

   ・縦割り行政なので、それそれのサービスをよく知らず、困っていても、うまく使えていない 

    （就労移行支援では、居宅サービスの細かいことなどは、分からなかったりする） 

 

 



 

【課題解決に向けて】 

  具体的な方策を提案できるまでにはいたっていないが、意見交換のを続けていく 

 

【次回の協議内容予定】  

  今回の続き、検討できなかったもの 

【次回の開催日程】 

専門部会 ２０２２年 １月１２日（水） １７時～ 


